
新型インフルエンザによる肺炎、脳症

平成２１年１０月１０日、第８回箕面市小児疾患研究会

箕面市立病院副院長、山本威久

～麻黄湯の使用経験を含めて～



本日の予定
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２、季節型、新型インフルエンザの比較
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インフルエンザの流行状況

～現状～



定点あたりのインフルエンザ患者数

日経メデイカルオンライン：２００９．１０．９



現在流行中のインフルエンザはほぼ新型へ！



インフルエンザによる入院患者数、死亡者数

日経メデイカルオンライン：２００９．１０．９



箕面市立病院での現状

（小児科：豊能広域こども急病センター）
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豊能広域こども急病センター受診患者数の推移
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季節型、新型インフルエンザの比較







新型インフルエンザの特徴

１、感染性が季節型よりつよい。

２、季節型より肺で増殖しやすい。

季節型インフルエンザの重症度は軽症

新型インフルエンザの重症度は中等症



読売新聞：平成２１年９月２２日

小児科領域では基礎疾患のない症例が多い。



メキシコにおける新型インフルエンザによる死亡者の年齢分布

Chowell G et al. N Engl J Med 2009;10.1056/NEJMoa0904023

季節型インフルエンザの死亡者は高齢者に多いが、

新型インフルエンザでは幼児から働き盛りの成人に多い。
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「これまでの季節性インフルエンザとは

違い、入院例に呼吸障害が多い」――。

日本小児科学会が9月23日に開催した

緊急フォーラム「迫りくる新型

インフルエンザ・パンデミックと小児科の

臨床的課題」で、都立府中病院小児科医長の寺川敏郎氏は、

新型インフルエンザの特徴についてこのように語った。

日経メデイカルオンライン：平成２１年９月２４日

小児科学会が作成したＣＤがありますので、ご希望の方は

小児科学会までお申し出ください。
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インフルエンザ脳症



インフルエンザ脳症の症状

１、けいれん

３０分以上の痙攣

痙攣後の意識回復が悪い

２、意識障害

父母の区別がつかないなど

３、異常行動、異常言動



インフルエンザ脳症ガイドラインから





新型インフルエンザによる脳症の特徴

年齢が通年よりも高い

◎季節型インフルエンザ：５歳以下が多い

◎新型インフルエンザ：２０例の平均値は７歳

中学生、高校生や若年成人でも可能性あり

疑わしい場合は救急車を呼んで、早めに

市立病院あるいは担当の後送病院を受診する！



現病歴：

インフルエンザ流行中で学級閉鎖中。

インフルエンザに対してリレンザ使用するも異常言動

あり、精査のため紹介入院

検査：インフルエンザ迅速Ａ陽性、ＰＣＲ陽性

治療：ステロイドパルス療法+γグロブリン

リレンザからﾀﾐﾌルへ変更

脳症疑い：１３歳男児



頭部ＣＴ（入院後１日目）

脳室の狭小化があり脳浮腫が疑われる。



臨床経過

リレンザ治療開始後２日しても解熱無し。

ステロイドパルス＋γグロブリンは有効。

WBC（/μｌ） ６６００ ２７００

CRP （mg/dl)  ０．７５ ０．７９

Na (mEq/L)                  １３８ 1３４

尿中ｂ２ＭＧ 〈μｇ/ｇＣｒ） ３２０３ ５４

ＩＬ-６ ３４．６



頭部MRI（入院後１日目）

Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ法でhighになる領域有。



頭部MRI（入院後１日目）

ＡＤＣＭＡＰでlowになる領域を認める
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読売新聞：平成２１年９月27日

病初期から呼吸器症状が出る場合がある。



読売新聞：平成２１年９月27日

初期から抗ウイルス剤を使用しても死亡例がある。



８歳肺炎、男児、喘息あり

主訴：タミフルで一度解熱した後に再度38度以上

の発熱有。咳が増加したため当院受診。

胸部ＸＰで肺炎あり。

検査：インフルエンザ迅速陽性、ＰＣＲ陽性

既往歴：ＩｇＥ正常のアトピーあり。

インフルエンザワクチンでの著明な腫脹有

治療：麻黄湯で５日間で軽快傾向は軽度



臨床経過
入院後発熱無し、咳は継続、喘息合併例（軽症持続型）

WBC（/μｌ） ４２００

CRP （mg/dl)  ０．１７

尿中ｂ２ＭＧ〈μｇ/ｇＣｒ） １７８

マイコプラズマ抗体 ４０

クラミジアＩｇＡ、ＩｇＧ抗体 陰性



発症後3日目（外来受診時）の胸部ＸＰ

（タミフル投与後2日目）



呼吸機能：％VC=75％、FEV1%=78％、V50=89％、V25=99％

発症後7日目（入院後3日目）の胸部Ｐ、呼吸機能

治療：タミフル2日追加、麻黄湯5日間、ジスロマック3日間、スピロベント2錠継続



発症後13日目（退院後3日目）の胸部ＸＰ、呼吸機能

呼吸機能：％VC=82％、FEV1%=78％、V50=83％、V25=50％

治療：スピロベント2錠継続



発症後20日目の呼吸機能

呼吸機能：％VC=86％、FEV1%=81％、V50=95％、V25=60％

治療：スピロベント2錠継続
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インフルエンザ治療における麻黄湯の効果（１）

読売新聞：平成２１年９月２７日



読売新聞：平成２１年９月２７日



インフルエンザ治療における麻黄湯の効果（２）

読売新聞：平成２１年９月２７日



タミフル耐性ウイルス、初の感染か？
10代女性：札幌市・新型インフル

札幌市と厚生労働省は7日、10代の女性が抗インフルエンザ薬

タミフルへの耐性を持つ新型インフルエンザウイルスに

感染していたと発表した。同省によると、女性はタミフルを投与

されておらず、ほかの患者から耐性ウイルスをうつされた

可能性があるが、感染ルートは不明。同省によると、国内では

これまでに7人から耐性ウイルスが検出されているが、

いずれもタミフルを服用しており、本人の体内で変異した可能性が高い

とみられている。女性は8月20日にせきの症状が表れ、同22日に発熱。

リレンザを投与され、熱が下がった。同市衛生研究所はウイルスの

遺伝子検査をし、9月25日に耐性が分かった。

10月8日0時1分配信 時事通信



麻黄湯？



日経メデイカルオンライン：２００９年８月１１日

インフルエンザに対する漢方薬の作用機序



実証と虚証の簡単な鑑別

実証 虚証

体質 強 弱
体型 筋肉質／固太り 痩せ型／水太り
栄養状態 良 不良
筋肉の弾力性 あり なし
手足 太い 細い
腹部 弾力性あり 柔らかいまたは硬い
心窩部拍水音 なし あり
便秘 不快 気にならない
性格 積極的 消極的
疲れ易さ にくい やすい
音声 力強い 弱々しい
季節 変化なし 暑さ寒さに弱い

注意：麻黄湯は実証、中間証の人に使用できる。年少小児は基本的にはＯＫ．
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２相性発熱を認めた症例

～麻黄湯単独治療～



4歳女児：無気肺（新型インフルエンザ）

主訴：入院前5日目：３８から３９度の発熱、豊能広域こども

急病センターでンフルエンザ迅速陰性。

入院前４日目：近医でWBC＝9400， CRP＝1.3

近医で麻黄湯開始。

入院前２日目：解熱するも咳が出現。

WBC＝7300、CRP＝0.4

入院日：胸部異常陰影があり近医から紹介入院。

検査：インフルエンザ迅速Ａ陽性、ＰＣＲ陽性

治療：麻黄湯の単独投与



臨床経過

WBC（/μｌ） 4700

CRP （mg/dl)  0.24

尿中ｂ２ＭＧ〈μｇ/ｇＣｒ） 1162 398

フェリチン 173

Ｎａ（ｍＥｑ／Ｌ） 138



胸部ＸＰの推移

入院時 麻黄湯投与後4日目



タミフル投与中に再発熱した肺炎症例

～タミフルから麻黄湯への変更例～



６歳女児：肺炎（新型インフルエンザ＋細菌感染症）

主訴：入院前２日目から発熱、嘔気有。

近医でインフルエンザ迅速陰性

入院後１日前に発熱継続するため当院で点滴施行

ＷＢＣ＝９７００、ＣＲＰ＝５．８４

入院日に腹痛、嘔吐有。胸部ＸＰで肺炎があり入院。

一緒に遊んだ友人の姉はＡ型インフルエンザ。

検査：入院時インフルエンザ迅速陽性、ＰＣＲ：陽性

治療：タミフル＋抗生剤治療（ＡＢＰＣ＋ＳＢＴ）



麻黄湯

タミフル

WBC（/μｌ） 5900    7000         4100                                 3900

CRP （mg/dl)  4.49      1.57 0.51                                 0.63

尿中ｂ２ＭＧ〈μｇ/ｇＣｒ） ３６６５ ５０４ ４０９ ２１７

フェリチン １８２ １６５

ABPC+SBT
酸素投与

初日は１日分を半日で服用

臨床経過



入院時 麻黄湯投与後５日目

胸部ＸＰの推移

麻黄湯はタミフルの効果が著明でない症例に有効である可能性がある。
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６歳女児：不明熱（細菌感染症？ヘルパンギーナ？）

主訴：入院当日昼から３８の発熱。２回嘔吐有。

帰宅後も高熱が継続し翌日当院受診し入院。

感冒時にゼーゼーあるが喘息とは言われていない。

咽頭発赤有。扁桃肥大軽度有。

検査：入院時インフルエンザ迅速陰性、ＰＣＲ：陰性

頭部ＣＴ：正常、髄液検査：正常

治療：抗生剤治療（ＡＢＰＣ＋ＳＢＴ）から麻黄湯併用へ



WBC（/μｌ） １７９００ １１３００ ４９００

CRP （mg/dl)  ４．６８ ４．７８ １．６４

尿中ｂ２ＭＧ〈μｇ/ｇＣｒ） ３６２３８ ８８０４３ ３７３

フェリチン １３９ １６１ １５８

Ｎａ（ｍＥｑ／Ｌ） １３３ １３４ １４１

麻黄湯

初日は１日分を半日で服用

臨床経過



２歳６ヶ月男児：痙攣重積

主訴：入院前日１５時ころ３９度の発熱。

入院当日の朝も発熱有。下痢嘔吐無し。

近医受診し感冒といわれた。１２時ころ買い物中に

手足をダランとしているので当院救急外来を受診。

身体所見：意識傾眠。痙攣あり。

処置：セルシンを２回注射して止痙せず、ミダゾラムで止痙。

痙攣時間は２０から３０分程度。

検査：入院時インフルエンザ迅速陰性、ＰＣＲ：陰性

頭部ＣＴ：正常、髄液検査：正常 アデノ：陰性、肺炎球菌迅速：陰性

治療：麻黄湯単独投与



WBC（/μｌ） ５９００ ２９００

CRP （mg/dl)  ０．４２ ０．５０ ０．１以下

尿中ｂ２ＭＧ〈μｇ/ｇＣｒ） ７４１６ ２６９０ １７５３９ ４０４

フェリチン ２５９

血清でＨＨＶ６陽性

麻黄湯

初日は１日分を半日で服用

臨床経過

酸素投与

発疹



まとめ



新型インフルエンザに合併する

肺炎、喘息治療に関する治療案



新型インフルエンザ疑いの肺炎の治療ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ

重症化リスクがあるときは、インフルエンザ迅速
検査が陰性でも、初日から併用投与を考慮する。



新型インフルエンザ疑いの喘息の治療ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ



当院での麻黄湯の使用者数 （平成２１年）
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本日の講演がお役に立てば幸いです。

御清聴ありがとうございました。


